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非均質板の平均特性評価
非均質板の平均面外せん断特性評価は経験的な方法でしか
行われなかった．(2012 Lebee and Sab)

　　　　　　　数学的均質化理論に基づいて
平均せん断特性を求めると合理的

微視構造を拡大

セル状サンドウィッチパネル

微視構造は2方向の周期を持つ



  

周期境界条件と平均的な剛体回転の拘束を併用
・梁の平均せん断特性評価(2012 斉木ら)
・平板の平均せん断特性評価(昨年度の卒業論文)
いずれも微視構造を連続体でモデル化
セル状サンドウィッチパネルに応用する場合，微視構造を
板要素でモデル化したほうが合理的

均質化理論の適用に関する研究

目的

平板要素でモデル化したセル状サンドウィッチパネル
の平均せん断特性評価を行う．

連続体の剛体回転の拘束条件式　　  平板要素に適用



  

剛体回転の拘束条件式(過去の研究)
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平板でモデル化した梁の平均せん断剛性

本解析結果

　　軸方向に一様
適切にせん断変形を再現 　軸方向に一様ではない
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平均せん断剛性の検証
無次元化せん断剛性
長/高 1/2 1 2
本解析 1.74 1.74 1.74
変位境界 3.51 2.77 2.16

長くなれば本解析に近づく

長さによらず一定

変位境界は，長さが短いほど
せん断剛性を過大評価
∵両断面の水平変位の拘束

変位境界条件本解析結果
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ハニカムコアサンドウィッチパネルの
せん断変形

本解析結果

面外せん断ひずみ   
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ん
断
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おわりに

• 平板でモデル化されたセル状サンドウィッチパネ
ルの平均せん断特性を求めるため，剛体回転の拘
束条件式を平板要素に適用した．

• 微視構造を平板でモデル化した梁のせん断剛性が
正しいことを検証した．

• セル状サンドウィッチパネルの面外せん断変形を
再現できた．
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